




























































































































































































































































































































が、ここでは桃の開花と微笑をだぶらせて「笑」の一字を用いる。前に見た大津連首の詩と同じく、ここでも「笑」は、「花が笑う」と「花が開く」という二重の義を持つ。『懐風藻』の詩篇は王族の開く宴席での作が多く、個人の抒情というよりは、宴席の主人を褒めたり太平の世を頌歌したりするものが多い。したがってそ 際の風物の描写は純粋な自然描写ではなく、宴席の主催者に対する賛美や称揚といった歌い手の意図を「興」的に表現したも となっ る。 「興」とは、 『毛詩』 「大序」 言う詩 六義 一つであり 言祝ぎのなかに収斂される自然描写とでもいうべきも である。中国では建安から六朝期の公讌詩 、この祝祭的自然描写が多出する。『懐風藻』の詩篇には、正にその六朝から唐初にかけての中国の詩歌の影響を受けながら、花と鳥、あるいは花と竹
（柳（










































































































































う。おそらく花 鳥と 、男女の情感に結びつけつつ抒 的に描くのは、漢代の古楽府にその原型があるも と思われる。
以上を要するに、初唐における花鳥の擬人化表現は、古楽府に見られるモチーフを受け継いだ六朝 楽府にその原初的表




































































































































































































































































































































































































































































































































天子の遊宴は古くからあったが、遊宴に詩を作るのは隋唐を倣ったものだとする。初唐の太宗の遊宴には、応詔の形で多く五言八句 形式の詩が作 れ、その中から近体詩が発展していくことになる。太宗とその側近たち 詩歌の唱和は、作品としては文学性に欠けるけれども、近体詩の確立を準備したという意味では極めて重要である。そしてこ 天子 遊宴と その際の詩の唱和という初唐の風が、日本の初期の詩歌作成に大きな影響 与える。 『懐風藻』所収の詩は、正月や七夕や曲水宴など、天子や王族 宴席で、複数の文人が韻を分けたり文字を「得」たりして詠むものが多い
ということは、 『懐風藻』に見える花鳥の擬人化は、唐太宗の遊宴での詩を集めた『翰林学士集』などから直接の影響を
受けていると言って間違いない。そしてその太宗を中心とする文人グループを包んでいた初唐の詩歌の流行は、駱賓王・盧照隣を代表とする楽府や長編歌行が中心であったこと 考えると、 『懐風藻』に見える花鳥の擬人化表現は、初唐に流行したそれの日本的展開だとも言えるであろう。○なぜ初唐詩だったのか










歴史に於いても文芸に於いても其の中心を作すものは和歌なり。和歌は我が固有文芸の最も純粋なるものなり。されど和歌に於いても亦支那の文学に対抗せし迹と、之に対抗せんがために其の特長を略取同化して己を長養せし痕とは十分に之れを認め得べし。我が古歌は記紀に収められ 伝説の中心 なせるものと、万葉集に蒐集せられたるものとを以て主とすべし。記紀の歌謡は伝誦 際又は筆録の時 多少の変改転訛は行われしなるべけれども、概 国民情緒 純粋を伝えて、未だ多く外国思想の影響を受くるに至らず。然るに
万葉集録する所のものは、支那文学興起の時代に作ら

























































































































































がどのレベルで詩歌に影響を与えたのかについては、明らかで 部分も多い。 『文選』は文の規範として そらく絶大な
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影響力を持ったであろう。しかし『文選』以外にも文人の文集や小規模な作品集、あるいは類書なども、直接に影響力を持った。日本漢詩の独自性については、中国における詩の正統とは別の視点から、特にそれぞれの時代の漢籍受容の実態からも明らかにされなければならないであろう。
本論では、花鳥の擬人化表現を通して、日本の上代歌謡が中国の初唐の詩歌から直接的な影響を受けたこと、日本語で花
が「咲く」というのは、 来は花が笑うと う擬人化表現であった可能性について述べた。【注】（
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